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岩手中部水道企業団の
統合とその動機及び経緯



平成14年2月 企業団議会の一般質問で「企業団と構成市町の事業体を統合
し、企業団に集約すべき」という提言

平成16年1月～平成18年３月 岩手中部広域水道在り方委員会
「水道広域化推進検討報告書」

平成19年５月～平成21年３月 地域水道ビジョン策定検討委員会
「水道ビジョン策定」

平成21年５月～平成23年３月 水道広域化推進検討委員会
「水道広域化基本構想策定」

平成23年５月～ 水道広域化推進協議会「水道広域化事業計画策定」
平成23年10月 岩手中部地域水道事業の統合に関する覚書締結
平成24年 ４月 統合準備室（企業団、市町各１人）を設置
平成25年 ９月 新企業団設置について構成市町議会で議決
平成25年10月 新企業団設置許可

岩手中部地域水道事業の統合に関する協定締結

平成26年4月1日 岩手中部水道企業団創立
平成26年10月 第一回水道イノベーション賞受賞
平成27年8月 第２回地方公共団体ファイナンス賞及びＪＦＭ賞受賞
平成28年3月 水道ビジョン策定
平成28年7月 優良地方公営企業総務大臣表彰
平成31年2月 統合に関する外部評価実施（効果ありの評価）

岩手中部地域広域化の経緯

約
10
年

５
年
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膨⼤な更新
投資が発生

アセットマネジメントによる将来投資額
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日本のインフラ投資の推移（水道）と将来

1950 1960 2010 2030 2060

H第1世代
の投資

第2世代の
（更新）投資

人口・水量

ダウンサイズ

第2世代の更新投資の
ダウンサイジングが必要



統合前の各事業の状況
●管路更新率
・北上市 0.94＝更新サイクル 106年
・花巻市 0.54＝更新サイクル 185年
・紫波町 0.30＝更新サイクル 333年

●有収率（実質の最低値）
・北上市 87.5％ ⇒ R3 90.4％ (2.9％増)
・花巻市 76.0％ ⇒ R3 83.8％ (7.8％増)
・紫波町 71.5％ ⇒ R3 87.3％ (15.8％増)

●Ｃ/Ｆ、起債残高(現金倍率)、損益収支（R24）
・北上市 44億円 69億円(1.57) 170百万円
・花巻市 21億円 100億円(4.76) △114百万円
・紫波町 2億円 37億円(18.5) △10百万円
・旧企業団 24億円 37億円(15.4)
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給水原価の⾒通し 供給単価(料⾦)の⾒通し
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県内最⼤浄水場
統合前の稼働率５割

脆弱水源多数

脆弱水源多数



施設の統廃合による余剰規模の縮小

H23(ａ) H27(ｂ)
R3.3月末

時点

H37(ｃ) 増減

広域化事業計
画策定時

水道ビジョン策
定時 目標年次 （ｃ-ａ）

取水施設数 36 33 30 23 ▲13

浄水施設数 34 30 22 19 ▲15

配水施設数 86 84 78 76 ▲10

ポンプ施設数 65 65 63 66 1

合計 221 212 193 186 ▲35
【廃止休止済みの浄水施設】
H25 沢田浄水場 （30ｍ3/⽇、滅菌処理）
H26 江釣子浄水場（2,960ｍ3/⽇、滅菌処理）
H27 片寄浄水場 （1,715ｍ3/⽇、急速ろ過）

晴山浄水場 （128ｍ3/⽇、滅菌処理）
H28 中内浄水場 （900ｍ3/⽇、急速ろ過）
H30 佐比内浄水場 (340ｍ3/⽇、緩速ろ過)

小山沢浄水場（371ｍ3/⽇、滅菌処理）
R1 新堀浄水場（2,310ｍ3/⽇、滅菌処理）

【⽼朽化により更新した浄水場】
H26 和賀川浄水場（5,960ｍ3/⽇、紫外線処理）
H27 古館浄水場（4,000ｍ3/⽇、膜処理）
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【廃止休止済みの浄水施設】
R1 土沢浄水場（720ｍ3/⽇、滅菌処理）

湯本浄水場（1,400ｍ3/⽇、急速ろ過）
R2 田瀬浄水場（240ｍ3/⽇、急速ろ過）
R3 十⽇町浄水場(794ｍ3/⽇、滅菌処理)



1 安全で安心な水道水の安定的な供給
Ｈ23

（計画時）
R2末

（現在） Ｈ23比 Ｈ37
（目標年次） Ｈ23比

取水施設 36 30 △ 6 23 △ 13
浄水施設 34 22 △ 12 19 △ 15
配水池 86 78 △ 8 76 △ 10

ポンプ施設 65 63 △ 2 66 1
合 計 431 210 △ 28 186 △ 35

○平成27年度水道ビジョン以降の計画変更、施設合理化削減額
●岩手中部浄水場拡張計画 16億円
●小⼜浄水場⽅式⾒直し 10億円
●危機管理センター建設費圧縮 16億円
●小水⼒発電施設⾒直し 3億円
●田瀬水源統合 6億円

浄水施設 ▲12 取得価額 27億7,482万円
ランニングコスト(50年分)=    13億3百万円
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統合から8年間で総計約92億円の将来投資を削減
さらに統合交付⾦計100億円、出資⾦56億円

（参考:岩手中部の年間料⾦収⼊46億円）
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 (単位:千円) H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2

経常利益 607,724 686,442 549,382 452,562 287,504 422,439 400,834 490,396 436,219 640,936 680,233 431,363

企業債残高 25,957,726 25,463,809 24,625,648 23,864,473 24,315,087 24,944,696 24,455,615 23,464,542 22,735,738 22,392,842 21,792,366 21,009,610

留保資金残高 6,876,116 7,432,326 8,005,742 8,525,616 8,992,506 9,721,417 9,925,050 10,033,274 10,338,013 10,445,371 10,537,124 11,239,385



0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2

留保資金残高

留保資金残高

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2

企業債残高

企業債残高

企業債残高、留保資金の推移

統合前 統合後 統合前 統合後

13

 (単位:千円) H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2

経常利益 607,724 686,442 549,382 452,562 287,504 422,439 400,834 490,396 436,219 640,936 680,233 431,363

企業債残高 25,957,726 25,463,809 24,625,648 23,864,473 24,315,087 24,944,696 24,455,615 23,464,542 22,735,738 22,392,842 21,792,366 21,009,610

留保資金残高 6,876,116 7,432,326 8,005,742 8,525,616 8,992,506 9,721,417 9,925,050 10,033,274 10,338,013 10,445,371 10,537,124 11,239,385



全国の広域化、広域連携の動き
広域統合
○秩父地域水道広域化
秩父地域１市４町の水道事業を広域化(H28年４月)

○群馬東部地域水道広域化
３市５町の水平統合(H28年４月)

○大阪広域水道企業団
四條畷市、太子町、千早赤坂村との垂直統合(H29年4月) その後11市町加

えて14事業体(2022/4月～)
○かずさ水道広域連合企業団」上総地域4市（木更津市、君津市、富津市、袖
ケ浦市）と君津広域水道企業団の垂直統合 平成31年4月～
○香川県広域水道事業体 香川県と16市町での広域統合（県一水道）Ｈ30年
4月～）
○田川広域水道企業団 末端5事業と用水供給事業（平成31年4月）
○奈良県 広域水道企業団R6までに設立 R7～県域水道一本化
〇長野県 広域推進協議会設立 長野上田地区の広域化推進
〇広島県 広島県水道企業団設立準備協議会設置(R5～)
〇佐賀西部広域水道企業団 R2～構成事業体と統合
〇千葉県瑛水道、九十九里、南房総の用水供給事業統合 Ｒ７目途
〇千葉県夷隅地域の広域統合 Ｒ２覚書締結 Ｒ７目途
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全国の広域化、広域連携等の動き
広域連携、官民連携等

○八戸圏域水道企業団
青森県南及び岩手県北の21事業体による広域連携施設、水質

データ管理、施設管理及び料金システム等の共同化実施
○奈良県 県内水道を「県域水道」として水道資産の最適化を図
る「県域水道一体化構想（奈良モデル）」を提言。
○沖縄県 本島と周辺離島８村の広域連携
第１段階 水道用水供給範囲の拡大

○公民共同企業体「水みらい広島」(H26)広島県企業局35％、
水ing65％出資。「水みらい小諸」(H31)の設立「管理の広化」
を目指した指定管理者制度導入
〇熊本県荒尾市「あらおウォーターサービス」設立(H28)
〇宮城県 宮城方式（コンセッション）(R3～)
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経営状態の把握不足、危機感の欠如

○奈良県広域化 広域化離脱

○盛岡市広域圏 広域化計画の頓挫

○広島県広域化 不参加事業体

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

夕張ショック、それに続く財政健全化団体多発の原因
＝ 公営企業会計（第3セクター含む）の悪化

特に下水道事業会計赤字は全てに共通



水道と下水道の将来投資

1950 1960 2010 2030 2060

第3世代
の投資

使用水量

ダウンサイズ
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第1世代
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（更新）投資
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水道事業の現状と構造



施設利用の効率化及び固定費の低減

●施設利用率の全国平均（Ｒ２決算）

●施設利用率（ＰＩ：Ｂ104）

全国中央値59.5％（R1）
19

全国平均 60.7
都、指定市 59.4

30万人以上 64.4
15万人以上〜30万人未満 63.1
10万人以上〜15万人未満 63.2
5万人以上〜10万人未満 59.9
3万人以上〜5万人未満 60.1

1.5万人以上〜3万人未満 55.9
1万人以上〜1.5万人未満 54.4
5千人以上〜1万人未満 49.4

5千人未満 39.9

全国平均
6割

規模が小さいほど
施設利⽤率が低い

４割余剰



使
用
水
量

年代

目標値（施設設定能力）

実際値

能力過剰分

既存水道施設の能力Ａ

実際の必要能力Ｂ

能力過剰分の拡大
(ギャップの拡大)

現在
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Ａ

Ｂ

全国平均

４割



水道と下水道の将来投資

1950 1960 2010 2030 2060

第3世代
の投資

使用水量

ダウンサイズ

1950 1960 2010 2030 2060
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第2世代の
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ダウンサイズ
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水道事業

下水道事業
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水道職員の減少

水道職員減少 = 技術の喪失
22
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●人口減少に伴う使用水量の減少＝減収
人口減少は止まらない ⇒ 際限のない減収

●施設、管路の老朽化進展 ⇒ 更新事業の大幅増加
第２世代の投資の波＝更新投資の波

●使用水量の減少＝施設利用率の低下
⇒ 水量減少に合わせた施設等のダウンサイジング
(際限ない水量低下＝際限のないダウンサイジング)

●技術者の減少と高齢化＝技術の継承が危うい
特に小規模事業体において深刻な状況

●地震災害、豪雨災害の増大
災害対応の増加、耐震化の遅れ（更新投資の遅れ）

●ＩｏＴ、ＩＣＴへの対応の遅れ
技術力の低下、収入減少による財源の不足

水道事業の課題
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経営指標、Ｐ/Ｌ、Ｃ/Ｆ等の分析
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財務諸表

〇損益計算書ＰＬ（ =損益収支）

〇貸借対照表ＢＳ

〇キャッシュ・フロー計算書Ｃ/Ｆ

「利益はオピニオン。キャッシュは現実」

キャッシュ・フロー計算書 ⇒ 重要

= ＢＳ流動資産「現金預金」



キャッシュ・フロー計算書の分析
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キャッシュフロー計算書の類型 １

現金増加

投資ＣＦ
マイナス

財務ＣＦ
マイナス

業務ＣＦ
プラス

通常タイプ

理想的な形

本業で稼いだ金
で投資を賄い、
借金返済をして
借金残高を減ら
し、かつ現金を
増加させている。

ＦＣＦ
プラス
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長野県内水道事業にかかる
経営分析、Ｃ／Ｆ等の分析
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　長野市の水道事業では、市民生活に欠かすことのでき
ない水を安全でおいしく安定的に供給するため、水道水
源の確保をはじめ、施設の計画的な整備や安全性の向上
に努めています。
　本市水道の普及率(※)は、ほぼ100％に達しています
が、社会情勢の変化とともに事業を取り巻く環境は大き
く変化しており、人口の減少及び企業のコスト削減等に
よる水需要の低迷のほか、施設の老朽化や耐震化に伴う
修繕・更新経費の増加など多くの課題を抱えています。
　今後も水道事業経営戦略や水道施設整備計画に基づ
き、効果的・効率的な施設整備と経営コストの削減に取
り組み、経営の健全化と経営基盤の強化を図っていきま
す。

※ 本市の一部に県営水道事業区域が存在するため、普
及率が本表では72.00％となっていますが、同区域を除
いて計算すると99.83％になります。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　人口減少や節水機器の普及等に伴う水需要の減少によ
り、水道料金収入が減少傾向にあることから、経営環境
は厳しさを増しています。このため、施設の統廃合や維
持管理の合理化などの経費削減に努めるとともに、平成
29年度に水道料金を平均5.49％値上げし、将来にわたる
老朽管の更新や耐震化を進める財源の確保と健全経営の
持続に努めています。
①経常収支比率：水道使用量は減少傾向にありますが、
水道料金の改定及び費用の削減により健全な経営を維持
しています。
③流動比率：短期的な債務に対する支払能力は十分に備
えています。年度末時点での流動負債の減により、平成
30年度以前に比べ高い比率になりました。
④企業債残高対給水収益比率：山間地が多く広範囲な区
域を管理しているため、類似団体に比べて高い比率で推
移しています。
⑤料金回収率：今後の更新・再構築を円滑に推進し、永
続的な給水サービスの提供を確保する目的で、料金算定
の総括原価に資産維持費相当額を算入しているため、適
切な料金水準を維持しています。
⑥給水原価：山間地が多い地理的な要件により給水に要
する費用がかかるため、類似団体と比較して高く推移し
ていますが、費用の削減に努めています。
⑦施設利用率：十分な配水能力を有していますが、将来
的な給水量の減少を見据えた水運用の見直しや施設のダ
ウンサイジング等に取り組んでいます。
⑧有収率：有収率は令和元年度東日本台風災害による水
道料金の減免措置等の影響によりH30年度までと比べて
減少しておりますが、時限的なものであり回復傾向にあ
ります。

2. 老朽化の状況について

　水道水の安定供給を堅持していくため、老朽管路の布
設替えを積極的に進めるとともに、大規模地震に備えた
管路の耐震化に取り組んでいます。
①有形固定資産減価償却率：資産の老朽化度を表す指標
で、整備完了後は経年により増加するものであり、全国
的な傾向と同様に年々増加しています。
②管路経年化率：老朽管解消事業を積極的に推進してい
ますが、耐用年数を経過する管路延長が増加傾向にある
ため、管路の老朽化度合は増加しています。
③管路更新率：老朽管路の布設替延長が減少しています
が、幹線管路の整備を優先しながら、老朽管解消事業を
積極的に推進しています。また、管路経年化率が上昇し
ているため、更新経費の増加が課題となります。
＜直近の老朽管布設替状況＞（総延長）
　令和２年度　14,808ｍ　　令和元年度　 9,003ｍ
　平成30年度　17,203ｍ　　平成29年度　11,718ｍ
　平成28年度　17,255ｍ　　平成27年度　14,215ｍ

2. 老朽化の状況

－

- 59.10 72.00 3,630 267,895 191.35 1,400.03 【】

834.81 448.05 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 自治体職員 374,038

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　長野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.08 0.55 0.86 0.61 0.79

平均値 0.67 0.65 0.70 0.72 0.69

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 124.63 126.75 123.16 121.93 125.65

平均値 115.36 113.95 112.62 113.35 112.36

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 46.16 47.38 48.14 49.69 50.27

平均値 48.01 48.01 48.86 49.60 50.31

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 14.05 16.88 18.97 21.10 22.90

平均値 16.17 16.60 18.51 20.49 21.34

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.75 0.51 0.29

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 392.97 424.51 417.38 513.12 569.62

平均値 311.99 307.83 318.89 309.10 306.08

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 518.75 505.14 497.31 504.98 509.10

平均値 291.78 295.44 290.07 290.42 294.66

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 113.14 120.13 117.64 115.77 119.68

平均値 107.61 106.02 104.84 106.11 103.75

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 177.21 173.51 180.12 183.53 175.73

平均値 155.69 158.60 161.82 161.03 159.93

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 55.91 55.78 55.74 54.96 55.21

平均値 62.46 62.88 62.32 61.71 63.12

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 87.08 87.10 86.96 85.63 85.82

平均値 90.62 90.13 90.19 90.03 90.09

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

30万人規模
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当期純利益
1,218,517,523円
から長期前受金戻入
491,531,491円
を差し引いた
726,986,032円

が実際の実力

つまり7億2千7百万円
の「純利益」

現金収入を伴わない収益
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現金増加
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　近年の節水型機器の普及、超少子高齢型人口減
少社会の進展により、今後、有収水量の伸びは期
待できず、給水収益は減少することが予測されま
す。その一方で、老朽化施設の更新や耐震化への
投資、さらに統合した旧簡易水道施設に係る維持
管理経費、ＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）推進に向けたシステム改修費用やキャッ
シュレス決済導入に伴う手数料の増加など、多額
の資金需要が見込まれます。
　健全経営を持続するため、更なる経費の削減、
漏水対策の強化による有収率の向上、施設の統廃
合などを含めた投資の効率化、更新財源を確保す
るための適正な料金水準の検討など、長期展望に
立った事業運営に取り組みます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、100％を超えていますが、低
下傾向にあります。これは、平成27年度の簡易水
道事業統合、梓川地区水源整備、施設耐震化等の
増加によって⑥給水原価が上昇したことによるも
ので、収益確保と費用削減に向けた一層の取組み
が必要な状況となっています。
　③流動比率は増加傾向にあり、全国平均や類似
団体平均値を大きく上回っています。企業債の償
還ピークを過ぎ、毎年の償還元金が減少傾向にあ
ることが主な要因です。
　④企業債残高対給水収益比率は、平成27年度の
簡易水道事業統合の際に22億円余の債務承継し、
一旦上昇したものの、一定のルールに基づき、企
業債の借入れを抑制している効果により減少傾向
です。
　⑤料金回収率は、低下傾向にあります。給水量
等が減少したことにより、令和元年度からは100％
を下回っており、今後の料金水準等の見通しが課
題となっています。
　➆施設利用率は、全国平均や類似団体平均値と
比較して高くなっていますが、現状分析や給水人
口の減少を踏まえ、適切な施設規模を検討してい
く必要があります。
　⑧有収率は、低い水準にあった簡易水道事業を
統合したこと、また、老朽化した配水管、給水管
の漏水対策が追いつかないことなどの要因によっ
て低下傾向にあり、抜本的な対策が必要となって
います。

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、全国平均や類似団
体平均値と比較してやや高く、56％程度です。
　管路経年化率、管路更新率は、全国平均や類似
団体平均値と比べて低く推移していますが、これ
は昭和60年頃から平成12年頃にかけて、下水道工
事に関連して布設替工事を積極的に実施したこと
に起因しています。
　今後、これらの時期に布設した管路の更新需要
が急激に増大することが見込まれているため、平
成29年度にアセットマネジメント計画を策定し、
本計画の中で松本市標準耐用年数を定め、更新需
要の圧縮と平準化を図っています。
※ アセットマネジメント
　長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイク
ル全体に渡って効率的かつ効果的に維持管理等を
行う管理手法

2. 老朽化の状況

－

- 74.16 99.56 2,720 236,446 240.16 984.54 【】

978.47 243.21 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 237,970

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　松本市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.35 0.28 0.33 0.21 0.28

平均値 0.67 0.65 0.70 0.72 0.69

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 112.14 110.13 107.26 105.38 104.45

平均値 115.36 113.95 112.62 113.35 112.36

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 51.18 52.77 53.97 54.95 56.36

平均値 48.01 48.01 48.86 49.60 50.31

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 9.48 10.96 12.16 13.74 16.29

平均値 16.17 16.60 18.51 20.49 21.34

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.75 0.51 0.29

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 343.69 356.50 344.31 388.64 408.87

平均値 311.99 307.83 318.89 309.10 306.08

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 252.29 243.45 239.99 241.14 240.29

平均値 291.78 295.44 290.07 290.42 294.66

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 105.91 103.34 100.60 99.01 97.54

平均値 107.61 106.02 104.84 106.11 103.75

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 153.52 157.39 161.81 164.84 166.28

平均値 155.69 158.60 161.82 161.03 159.93

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 81.78 82.98 83.71 82.84 82.70

平均値 62.46 62.88 62.32 61.71 63.12

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 87.40 86.13 85.26 84.94 85.56

平均値 90.62 90.13 90.19 90.03 90.09

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

20万人規模
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当期純利益
188,741,675円
から長期前受金戻入
553,702,754円
を差し引いた
△364,961,079円

が実際の実力

つまり3億6千5百万円
の損失（欠損金）

現金収入を伴わない収益
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現金残高 負債の38.3％
（起債現金倍率2.4倍）
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現金増加

現金減少

通常のＣ/Ｆ 松本市水道のＣ/Ｆ

＋ －

－

資金ショート間近
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　上田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

552.04 281.85 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 155,595

－

- 70.84 85.03 2,746 131,982 117.73 1,121.06 【】

全体総括

　現状では健全経営を維持できているが、今後、
給水収益の減少や施設の修繕・更新費用の増加が
見込まれる。
　適切な料金水準を維持しつつ、企業債残高の減
少に努め、企業債残高対給水収益比率の上昇を抑
えていきたい。
　老朽化している施設については、アセットマネ
ジメント等に基づく計画的な更新やダウンサイジ
ング等による施設の最適配置などにより、給水原
価及び施設利用率の改善を図っていきたい。
　また、有形固定資産原価償却率、管路経年化率
及び管路更新率といった指標の推移も注視しつ
つ、効果的な漏水調査により有収率の上昇を目指
していきたい。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率が100％超、累積欠損金比率が
0％、料金回収率が100％超、更に流動化比率は、
短期支払能力の目安である100％を大きく上回って
いることから、経営の健全性は保たれていると考
えられる。
　企業債残高対給水収益比率は、給水収益の減少
に伴い微増が続いている。
　給水原価は、前年度より減少したものの、上昇
傾向が続いていており、施設の老朽化が進む中、
今後も上昇が見込まれる。また、施設利用率は、
人口減少や節水機器の普及等の社会情勢の変化に
より、類似団体平均値より低い50％台で推移して
いる。
　有収率は、前年度より微増したものの、類似団
体平均値を大きく下回る水準で推移している。

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、増加傾向にあり、
更新等が必要な施設等が多くなっている。
　管路経年化率は、ほぼ横ばいの状態が続いてお
り、施設の老朽化が進行している状況である。
　管路更新率は、経年管路を中心に布設替等を進
めているが、類似団体平均値と比較して低い水準
である。

2. 老朽化の状況

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.33 0.17 0.53 0.50 0.25

平均値 0.74 0.74 0.72 0.66 0.67

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

122.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 119.95 118.74 115.69 110.68 111.66

平均値 114.00 113.68 113.82 112.82 111.21

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 47.72 48.88 49.87 51.21 51.85

平均値 46.58 46.99 47.89 48.69 49.62

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 12.32 13.41 13.54 13.09 13.37

平均値 14.45 15.83 16.90 18.26 19.51

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.23 0.03 0.00 0.00 0.00
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0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 346.43 344.51 346.56 351.78 356.17
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当該値 114.57 112.69 109.66 103.71 105.09

平均値 106.52 105.86 106.07 105.34 101.89
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125.00

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 133.03 135.36 139.16 147.37 144.36
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81.00
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83.00

84.00
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H28 H29 H30 R01 R02
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

15万人規模
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現金収入を伴わない収益

当期純利益
224,424,865円
から長期前受金戻入
338,833,378円
を差し引いた
△114,408,513円

が実際の実力

つまり1億1千4百万円
の損失（欠損金）

上田市水道損益計算書R3
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業務活動ＣＦ

投資活動ＣＦ

財務活動ＣＦ

資金減少

＋

△

△

△

上田市水道キャッシュフロー計算書R3
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通常のＣ/Ｆ 上田市水道のＣ/Ｆ

＋ －

－

資金ショート寸前
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　飯田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

658.66 151.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 99,539

－

- 71.45 99.14 2,976 98,069 135.34 724.61 【】

全体総括

　現在飯田市では、浄水場の老朽化に対応した大
規模な更新整備事業を実施しています。また、老
朽管路の更新等により有収率の向上を図り、基幹
管路の耐震化を計画的に進めるよう取り組んでい
ます。
　今後も給水人口の減少に伴う給水収益の減少が
見込まれる中、水道事業経営戦略に基づき、経営
の健全性効率性に努めていきます。
 また、長年企業債に依存した経営状況であり、料
金回収率が低いことから、適切な料金について引
き続き検証していきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％以上となっていること、昨
年度並みに維持できていることから、比較的健全
な経営が行われています。
④企業債残高体給水収益比率は、類似団体平均に
比べ、高い値となっており、企業債に依存した経
営となっています。
⑤料金回収率は、類似団体平均に比べ、低い数値
で、毎年100％を下回っており、給水に係る経費を
料金収入で賄えていない状況です。
⑥給水原価は、類似団体平均に比べ、低い数値と
なっており、費用削減に努めています。
⑦施設利用率は、類似団体平均に比べ、高い数値
となっていますが、年々水需要が変化しているた
め、さらに効率的な施設管理が必要です。
⑧有収率は、管路の老朽化による漏水等により類
似単体平均に比べ、低い水準となっています。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率が類似団体平均に比
べ、低い数値となっているものの、②管路経年化
率は、類似団体平均、昨年度より上昇しており、
更新時期を迎えた管路が増加しています。また、
③管路更新率は昨年度に比べて上昇したものの、
類似団体平均より低い値となっています。
　以上のことから、老朽管路の対応が必要である
ため、今後も計画的な更新を進めていきます。

2. 老朽化の状況
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①経常収支比率(％)
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平均値 155.80 158.58 159.22 168.56 167.10

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 70.13 68.79 68.01 64.90 67.16
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

10万人規模
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　岡谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

85.10 573.74 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 48,825

－

- 69.09 99.70 2,568 48,427 19.83 2,442.11 【】

全体総括

　全体的に各種指標を分析すると、現時点では健
全な経営状況が確保されていると考えます。しか
し、中長期的な見通しでは、人口減少等による給
水量の減に伴う収益の減少や施設等の老朽化に伴
う経費の増加が見込まれます。
　また、危機管理面からも、施設の更新や配水シ
ステムの再構築などが課題となっています。この
ようなことから、「岡谷市水道事業基本計画」及
び「岡谷市水道事業経営戦略」に基づき、適正な
配水池容量の確保、効率的な配水システムの整備
を着実に進め、安全・安心で安定した水道事業の
継続と経営基盤の強化を図ります。
　必要な投資には、国の補助金、企業債（借入）
や、利益を貯えることにより準備した財源を充て
ていくとともに、今後も適正な料金設定を行い、
経費節減に取り組みながら、健全経営に努めてい
きます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：単年度収支は、100％を超えてお
り、黒字となっています。比率は、平成29年7月に
水道料金の引上げを行ったことなどにより、類似
団体平均値及び全国平均に比べ高くなっていま
す。
②累積欠損比率：累積欠損金はなく、健全な経営
状況です。
③流動比率：年々減少傾向にありますが、100％以
上を維持しており、1年以内に支払わなければなら
ない負債を賄えるだけの支払能力は確保されてい
ます。
④企業債残高対給水収益比率：類似団体平均値と
ほとんど差が見られず、給水収益の規模に対し
て、適正な借入となっています。
⑤料金回収率：類似団体平均値及び全国平均と比
べても、供給単価が給水原価を大きく上回り、給
水費用が給水収益で賄われています。
⑥給水原価：1㎥の水道水を供給するための費用を
見ると、平均より低い水準にあることから、効率
的な経営が行われています。
⑦施設利用率：ほぼ類似団体平均や全国平均と変
わらない状況にありますが、人口減少等に伴い給
水量が減少傾向にあることから、施設の更新や配
水システムの再構築などのダウンサイジングを図
り、効率性の向上に努めることが必要です。
⑧有収率：施設の稼働が収益につながっているか
を判断する指標ですが、前年度より若干上昇した
ものの平均より低い状況であることから、引き続
き、漏水調査による水道管の修繕や、計画的な水
道管の更新が必要です。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率：償却資産の老朽度が
平均を上回り、施設全体の老朽化が進んでいま
す。特に、主要な配水池が大正末期から昭和初期
にかけて築造されていることから老朽化が著しい
状況です。こうした状況も踏まえ、現在、新配水
池を築造中です。
②管路経年化率：法定耐用年数を超えた管路延長
の割合から管路の老朽化の度合を示す指標で、現
時点では類似団体平均値及び全国平均より大幅に
低く、管路の老朽化は進んでいない状況です。
③管路更新率：当該年度に更新した管路延長の割
合を示す指標であり、類似団体平均値より若干下
回っているものの、全国平均を上回り、かつ、上
昇傾向にあることから、順調に管路の更新が進ん
でいます。2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

5万人規模
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　富士見町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.76 99.42 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 14,392

－

- 88.20 98.13 2,860 14,070 57.10 246.41 【】

全体総括

人口減少により収益の増加は見込めず、収益が減
少しました。また、老朽化により更新費用や修繕
費等の費用は増加しています。策定したアセット
マネジメント計画の中長期的な財政収支見通しの
もと、管路の更新、施設規模の適正化、施設の老
朽化対策を引き続き進め、さらなる経費の削減や
漏水調査による有収率の増加により効率的に収益
を確保することに努めていきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①維持管理費等の経常費用が給水収益等の経常収益によりど
の程度賄えているかを示しており、100％を超えているため黒
字です。昨年度に比べ収益が減少し費用が増加したため収支
比率は減少しましたが、管路更新や修繕費の増加が見込まれ
るため、健全な経営の維持に努めていきます。
②営業収益に対する累積欠損金は発生していません。
③1年以内に支払うべき債務に対する支払い能力を表していま
す。前年度より低下していますが100％を超えているため、短
期的な債務に対する支払い能力は高いといえます。
④新たな企業債の借り入れを行っていないため、現在は減少
傾向にあり類似団体よりも低い比率となっています。令和3年
度より施設整備、老朽管の更新により借入を予定しているた
め比率は上昇することが予想されます。
⑤給水に係る費用を給水収益で賄えているかを表していま
す。100％を超えており、現在は給水に係る費用を給水収益で
賄うことができています。今後は施設や老朽管の更新、修繕
費の増加により回収率は下がると見込まれるため、適切な料
金の設定を検討していく必要があります。
⑥有収水量1㎥当たりの料金を表しています。類似団体平均と
比べ低く抑えられています。
⑦施設の利用状況や適正規模を判断するためのもので、類似
団体平均と比べ高く、効率的に施設を利用しているといえま
す。大手企業への供給の割合が高いため、大手企業の動向も
見ながら今後も水需要に合わせた規模の適正化を検討してい
きます。
⑧令和元年度から漏水調査等により上昇していた比率が減少
し施設の稼働が効率的に収益につながっていない状況です。
引き続き漏水調査による修繕、老朽管の更新により対策を
行っていきます。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産のうち償却対象資産の償却がどの
程度進んでいるかを表しています。類似団体平均
と比べても高くなっており、老朽化が進んでいる
状況です。
②法定耐用年数を超えた管路延長の割合から、管
路の老朽化度合いを表しています。類似団体平均
と比べても高くなっており、老朽化が進んでいま
す。
③当年度に更新した管路延長の割合を表していま
す。有形固定資産、管路ともに老朽化が進んでい
ることから、策定したアセットマネジメント計画
に基づき更新を進めています。今後も重要管路の
耐震化や法定耐用年数を超えた管路、構築物及び
設備の更新について計画的に進めていきます。

2. 老朽化の状況
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

2万人規模
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　木祖村

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

140.50 19.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 簡易水道事業 C3 非設置 2,771

－

- 59.29 99.82 3,300 2,749 10.10 272.18 【】

全体総括

　将来的に給水人口・有収水量の減少、老朽化施
設の更新・強化を進めるにあたって起債残高の増
加が見込まれ、経営環境は厳しさを増していく。
　そのような状況を踏まえ、平成28年度より固定
資産台帳の整備を進め、令和元年度までに公営企
業会計適用を進めた。令和2年度より開始した公営
企業会計により経営・資産等の状況を正確に把握
することが可能となるため、アセットマネジメン
トを実施し、長期的な更新需要と給水人口減少に
伴う水需要のバランスを考慮し、現在実施中の老
朽化施設の改修・更新計画を更に効率的、合理的
計画となるよう、経営の健全化に努める。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経営収支比率について、料金収入は例年通り
高い収納率となっている。現在のところ、類似団
体と比較しても、平均値を上回っており良好な状
態にあり健全経営と言える。今後は、浄水場の建
設工事などがあり、料金改定を検討していき健全
経営を目指して行きたい。
　②累積欠損金比率は法適用開始年度のため0と
なっている。
　③流動比率は、今回100％を下回っているが、将
来的には料金改定を行ない給水収益等で賄えるよ
うに行なっていく。
　④企業債残高対給水収益比率からもわかるとお
り、法非適用から起債残高は増加している。これ
は、平成24年度より実施している簡易水道等施設
整備費（簡易水道再編推進事業）補助金等を活用
した老朽化施設の改修等（薮原浄水場の大規模改
修）による事業費の増加に伴う起債額の増加と公
営企業会計適用債の増加が原因である。令和3年度
から薮原浄水場建設工事が本格的に始まり、浄水
設備や建屋及び配水池の築造等が続くので今後も
増加する見込みである。
　起債額の増加に加え、予想される人口減少に伴
う給水人口・有収水量の減とが相まって、⑥給水
原価が増加していくことが考えられる。将来的に
料金収入の減少・起債償還額の増加が原因となり
①経営収支収支比率、⑤料金回収率ともに悪化し
ていくと考えられる。
　今後は、綿密な維持修繕計画による施設の更新
強化が必要となる。
　⑥給水原価が平均値を下回っていることについ
ては、公営企業会計に要する経費が増加したこと
と、起債償還金の増加が主な要因である。
　⑦施設利用率について、類似団体平均と比べ高
い数値とはなっているが、令和2年度から開始した
公営企業会計により、的確な資産管理をしなが
ら、今後の給水人口や給水量の減少を見据え、規
模縮小、効率的な方式の検討をするなど人口減少
に見合った施設を検討し、綿密な投資、財政計画
により施設を維持、更新していく必要がある。
　⑧有収率が著しく平均値より低い原因として、
配水本管の漏水、残留塩素管理のための捨て水、
宅内給水の漏水が主なものと考えられる。今後
は、前述の補助事業により老朽管の更新を進め、
2. 老朽化の状況について

　現在稼働中の既存施設は、昭和50年代に整備さ
れたものが多く、建設から30年以上が経過してき
ている。そこで、老朽化の解消のため平成24年度
から令和10年度にかけて簡易水道等施設整備費
（簡易水道再編推進事業）補助金等を活用し、各
施設の老朽化状況等を見極め、優先度を決め効率
的に導水管、浄水設備、配水管、電気計装器の基
幹的施設の改良と耐震化を進める。
　送配水管や道路改良に併せた老朽管の更新、建
設から40年が経過する浄水場の更新が必要となる
ことから大規模な改修となる。
　令和2年度においては、簡易水道等施設整備費国
庫補助金事業による村道奥峰1号線配水管布設替工
事（配水管φ100 L=157.3m）となった。薮原浄水
場建設工事詳細設計業務を実施した。また、単独
工事として新薮原浄水場排水管布設工事（排水管
VUφ150L= 160.4ｍ1）を行なった。新薮原浄水場
の建設に関わる排水管工事や配水管の布設及び老
朽管の解消を進めた。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【102.33】 【31.02】 【186.73】 【1,187.50】

【75.11】【50.55】【281.77】【58.90】

【33.25】 【17.19】 【0.79】

5千人以下(簡易水道)

資金ショート状態 債務超過

大幅な一般会計補填
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●上田長野圏域 （行政区域内人口 738,922人）

⇒ 水平統合

現在進行中の上田長野の広域化の加速化

ここを核とした周辺域事業体との護送船団方式（システム共同

化、事務の共同化、官官委託、経営統合）

・上田長野地域の広域統合

上流側の染屋浄水場、諏訪形浄水場を最大限活用し下流域

の浄水施設等を統廃合する大幅なダウンサイジング

諏訪形浄水場等をバックアップとして染屋浄水場の更新事業

を進める（染屋浄水場の能力増強（13ろ過池更新、前処理、ろ

過速度増加等）含）

（岩手中部のダウンサイジング及びループ送水管事業に酷似

⇒ 大幅なダウンサイズが見込まれる）
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　長野市の水道事業では、市民生活に欠かすことのでき
ない水を安全でおいしく安定的に供給するため、水道水
源の確保をはじめ、施設の計画的な整備や安全性の向上
に努めています。
　本市水道の普及率(※)は、ほぼ100％に達しています
が、社会情勢の変化とともに事業を取り巻く環境は大き
く変化しており、人口の減少及び企業のコスト削減等に
よる水需要の低迷のほか、施設の老朽化や耐震化に伴う
修繕・更新経費の増加など多くの課題を抱えています。
　今後も水道事業経営戦略や水道施設整備計画に基づ
き、効果的・効率的な施設整備と経営コストの削減に取
り組み、経営の健全化と経営基盤の強化を図っていきま
す。

※ 本市の一部に県営水道事業区域が存在するため、普
及率が本表では72.00％となっていますが、同区域を除
いて計算すると99.83％になります。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　人口減少や節水機器の普及等に伴う水需要の減少によ
り、水道料金収入が減少傾向にあることから、経営環境
は厳しさを増しています。このため、施設の統廃合や維
持管理の合理化などの経費削減に努めるとともに、平成
29年度に水道料金を平均5.49％値上げし、将来にわたる
老朽管の更新や耐震化を進める財源の確保と健全経営の
持続に努めています。
①経常収支比率：水道使用量は減少傾向にありますが、
水道料金の改定及び費用の削減により健全な経営を維持
しています。
③流動比率：短期的な債務に対する支払能力は十分に備
えています。年度末時点での流動負債の減により、平成
30年度以前に比べ高い比率になりました。
④企業債残高対給水収益比率：山間地が多く広範囲な区
域を管理しているため、類似団体に比べて高い比率で推
移しています。
⑤料金回収率：今後の更新・再構築を円滑に推進し、永
続的な給水サービスの提供を確保する目的で、料金算定
の総括原価に資産維持費相当額を算入しているため、適
切な料金水準を維持しています。
⑥給水原価：山間地が多い地理的な要件により給水に要
する費用がかかるため、類似団体と比較して高く推移し
ていますが、費用の削減に努めています。
⑦施設利用率：十分な配水能力を有していますが、将来
的な給水量の減少を見据えた水運用の見直しや施設のダ
ウンサイジング等に取り組んでいます。
⑧有収率：有収率は令和元年度東日本台風災害による水
道料金の減免措置等の影響によりH30年度までと比べて
減少しておりますが、時限的なものであり回復傾向にあ
ります。

2. 老朽化の状況について

　水道水の安定供給を堅持していくため、老朽管路の布
設替えを積極的に進めるとともに、大規模地震に備えた
管路の耐震化に取り組んでいます。
①有形固定資産減価償却率：資産の老朽化度を表す指標
で、整備完了後は経年により増加するものであり、全国
的な傾向と同様に年々増加しています。
②管路経年化率：老朽管解消事業を積極的に推進してい
ますが、耐用年数を経過する管路延長が増加傾向にある
ため、管路の老朽化度合は増加しています。
③管路更新率：老朽管路の布設替延長が減少しています
が、幹線管路の整備を優先しながら、老朽管解消事業を
積極的に推進しています。また、管路経年化率が上昇し
ているため、更新経費の増加が課題となります。
＜直近の老朽管布設替状況＞（総延長）
　令和２年度　14,808ｍ　　令和元年度　 9,003ｍ
　平成30年度　17,203ｍ　　平成29年度　11,718ｍ
　平成28年度　17,255ｍ　　平成27年度　14,215ｍ

2. 老朽化の状況

－

- 59.10 72.00 3,630 267,895 191.35 1,400.03 【】

834.81 448.05 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 自治体職員 374,038

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　長野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.08 0.55 0.86 0.61 0.79

平均値 0.67 0.65 0.70 0.72 0.69

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 124.63 126.75 123.16 121.93 125.65

平均値 115.36 113.95 112.62 113.35 112.36

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 46.16 47.38 48.14 49.69 50.27

平均値 48.01 48.01 48.86 49.60 50.31

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 14.05 16.88 18.97 21.10 22.90

平均値 16.17 16.60 18.51 20.49 21.34

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.75 0.51 0.29

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 392.97 424.51 417.38 513.12 569.62

平均値 311.99 307.83 318.89 309.10 306.08

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 518.75 505.14 497.31 504.98 509.10

平均値 291.78 295.44 290.07 290.42 294.66

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 113.14 120.13 117.64 115.77 119.68

平均値 107.61 106.02 104.84 106.11 103.75

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 177.21 173.51 180.12 183.53 175.73

平均値 155.69 158.60 161.82 161.03 159.93

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 55.91 55.78 55.74 54.96 55.21

平均値 62.46 62.88 62.32 61.71 63.12

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 87.08 87.10 86.96 85.63 85.82

平均値 90.62 90.13 90.19 90.03 90.09

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　上田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

552.04 281.85 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 155,595

－

- 70.84 85.03 2,746 131,982 117.73 1,121.06 【】

全体総括

　現状では健全経営を維持できているが、今後、
給水収益の減少や施設の修繕・更新費用の増加が
見込まれる。
　適切な料金水準を維持しつつ、企業債残高の減
少に努め、企業債残高対給水収益比率の上昇を抑
えていきたい。
　老朽化している施設については、アセットマネ
ジメント等に基づく計画的な更新やダウンサイジ
ング等による施設の最適配置などにより、給水原
価及び施設利用率の改善を図っていきたい。
　また、有形固定資産原価償却率、管路経年化率
及び管路更新率といった指標の推移も注視しつ
つ、効果的な漏水調査により有収率の上昇を目指
していきたい。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率が100％超、累積欠損金比率が
0％、料金回収率が100％超、更に流動化比率は、
短期支払能力の目安である100％を大きく上回って
いることから、経営の健全性は保たれていると考
えられる。
　企業債残高対給水収益比率は、給水収益の減少
に伴い微増が続いている。
　給水原価は、前年度より減少したものの、上昇
傾向が続いていており、施設の老朽化が進む中、
今後も上昇が見込まれる。また、施設利用率は、
人口減少や節水機器の普及等の社会情勢の変化に
より、類似団体平均値より低い50％台で推移して
いる。
　有収率は、前年度より微増したものの、類似団
体平均値を大きく下回る水準で推移している。

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、増加傾向にあり、
更新等が必要な施設等が多くなっている。
　管路経年化率は、ほぼ横ばいの状態が続いてお
り、施設の老朽化が進行している状況である。
　管路更新率は、経年管路を中心に布設替等を進
めているが、類似団体平均値と比較して低い水準
である。

2. 老朽化の状況

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.33 0.17 0.53 0.50 0.25

平均値 0.74 0.74 0.72 0.66 0.67

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

122.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 119.95 118.74 115.69 110.68 111.66

平均値 114.00 113.68 113.82 112.82 111.21

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 47.72 48.88 49.87 51.21 51.85

平均値 46.58 46.99 47.89 48.69 49.62

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 12.32 13.41 13.54 13.09 13.37

平均値 14.45 15.83 16.90 18.26 19.51

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.23 0.03 0.00 0.00 0.00

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 427.67 442.25 461.85 457.02 390.10

平均値 349.04 337.49 335.60 358.91 360.96

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 346.43 344.51 346.56 351.78 356.17

平均値 254.54 265.92 258.26 247.27 239.18

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 114.57 112.69 109.66 103.71 105.09

平均値 106.52 105.86 106.07 105.34 101.89

115.00

120.00

125.00

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 133.03 135.36 139.16 147.37 144.36

平均値 155.80 158.58 159.22 159.60 156.32

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 51.99 57.41 57.09 55.70 55.41

平均値 62.10 62.38 62.83 62.05 63.23

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 84.65 83.62 83.54 84.01 84.10

平均値 89.52 89.17 88.86 89.11 89.35

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　引き続き健全経営を維持するため、経費の削
減、漏水対策による有収率の向上、施設の統廃合
などを推進するなど、長期展望にたった事業運営
に取り組みます。
　また、今後は給水人口の減少による給水収益の
減少が予測される一方で、老朽化施設の更新費用
増加に伴い、経営指標は総じて今より悪化するこ
とが想定されることから、料金改定についても検
討していく必要があります。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「①経常収支比率」は過去５年間全て100％を上
回っています。「②累積欠損金」もなく、「③流
動比率」も高い水準を確保していることから、今
のところ健全財政を堅持していると考えていま
す。また、全国平均や類似団体平均値と比較し
て、「⑤料金回収率」は若干高めではあります
が、適正な料金設定の範囲内であると考えていま
す。

　「⑧有収率」は全国平均や類似団体平均値を大
きく下回っています。施設の老朽化もあって水量
が収益に結びついていません。
　また、企業債残高を縮小させる方針により、
「④企業債残高対給水収益比率」は確実に改善さ
れていますが、今後は更新費用が増加するため、
この指標を参考にしながら企業債を有効活用して
まいります。

　なお、「⑦施設利用率」が全国平均や類似団体
平均値を大きく下回っている理由は、メインの水
源であるダムの水位不足に対応するため、予備能
力を重視し確保してきたことにあります。今後は
給水人口の減少をふまえ、適切な施設規模を検討
していく必要があります。

2. 老朽化の状況について

　「②管路経年化率」は、全国平均や類似団体平
均値と比べて低いこともあり、「③管路更新率」
も低く推移していますが、「①有形固定資産減価
償却率」が年々高くなっており、法定耐用年数に
近い資産が多くなってきています。
　今後は、増加する施設の更新需要に備えるた
め、水道ビジョン等に基づき、施設の老朽度や重
要度などを踏まえ計画的に更新事業を実施してい
きます。

2. 老朽化の状況

－

- 86.81 99.37 3,300 49,975 52.69 948.47 【】

149.67 336.34 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 50,340

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　須坂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.31 0.27 0.35 0.15 0.10

平均値 0.71 0.75 0.63 0.63 0.57

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

135.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 128.58 120.88 124.07 124.82 127.00

平均値 113.16 112.15 111.44 111.17 108.83

41.00

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 44.61 46.06 47.73 49.33 50.77

平均値 46.88 46.94 47.62 48.55 48.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 6.23 6.92 7.57 9.04 9.44

平均値 13.39 14.48 16.27 17.11 18.18

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.68 1.00 1.03 0.78 4.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 373.38 390.39 428.87 493.18 477.96

平均値 357.82 355.50 349.83 360.86 327.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 286.20 256.16 222.68 197.84 167.54

平均値 307.46 312.58 314.87 309.28 397.10

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 121.55 114.75 117.93 117.91 119.82

平均値 106.01 104.57 103.54 103.32 95.79

154.00

156.00

158.00

160.00

162.00

164.00

166.00

168.00

170.00

172.00

174.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 161.01 171.50 166.99 167.56 164.71

平均値 162.24 165.47 167.46 168.56 171.13

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 52.93 51.92 52.43 52.96 52.81

平均値 59.11 59.74 59.46 59.51 60.12

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 86.32 86.94 85.51 81.67 82.98

平均値 87.91 87.28 87.41 87.08 84.24

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●松本圏域 （行政区域内人口 425,667人）

⇒ 用水供給事業との垂直統合

用水供給事業の老朽化進行

⇒ 大規模投資の増加＝受水費増加

垂直統合を核とした護送船団方式

（官官委託、システム共同化、経営統合等）
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　近年の節水型機器の普及、超少子高齢型人口減
少社会の進展により、今後、有収水量の伸びは期
待できず、給水収益は減少することが予測されま
す。その一方で、老朽化施設の更新や耐震化への
投資、さらに統合した旧簡易水道施設に係る維持
管理経費、ＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）推進に向けたシステム改修費用やキャッ
シュレス決済導入に伴う手数料の増加など、多額
の資金需要が見込まれます。
　健全経営を持続するため、更なる経費の削減、
漏水対策の強化による有収率の向上、施設の統廃
合などを含めた投資の効率化、更新財源を確保す
るための適正な料金水準の検討など、長期展望に
立った事業運営に取り組みます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、100％を超えていますが、低
下傾向にあります。これは、平成27年度の簡易水
道事業統合、梓川地区水源整備、施設耐震化等の
増加によって⑥給水原価が上昇したことによるも
ので、収益確保と費用削減に向けた一層の取組み
が必要な状況となっています。
　③流動比率は増加傾向にあり、全国平均や類似
団体平均値を大きく上回っています。企業債の償
還ピークを過ぎ、毎年の償還元金が減少傾向にあ
ることが主な要因です。
　④企業債残高対給水収益比率は、平成27年度の
簡易水道事業統合の際に22億円余の債務承継し、
一旦上昇したものの、一定のルールに基づき、企
業債の借入れを抑制している効果により減少傾向
です。
　⑤料金回収率は、低下傾向にあります。給水量
等が減少したことにより、令和元年度からは100％
を下回っており、今後の料金水準等の見通しが課
題となっています。
　➆施設利用率は、全国平均や類似団体平均値と
比較して高くなっていますが、現状分析や給水人
口の減少を踏まえ、適切な施設規模を検討してい
く必要があります。
　⑧有収率は、低い水準にあった簡易水道事業を
統合したこと、また、老朽化した配水管、給水管
の漏水対策が追いつかないことなどの要因によっ
て低下傾向にあり、抜本的な対策が必要となって
います。

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、全国平均や類似団
体平均値と比較してやや高く、56％程度です。
　管路経年化率、管路更新率は、全国平均や類似
団体平均値と比べて低く推移していますが、これ
は昭和60年頃から平成12年頃にかけて、下水道工
事に関連して布設替工事を積極的に実施したこと
に起因しています。
　今後、これらの時期に布設した管路の更新需要
が急激に増大することが見込まれているため、平
成29年度にアセットマネジメント計画を策定し、
本計画の中で松本市標準耐用年数を定め、更新需
要の圧縮と平準化を図っています。
※ アセットマネジメント
　長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイク
ル全体に渡って効率的かつ効果的に維持管理等を
行う管理手法

2. 老朽化の状況

－

- 74.16 99.56 2,720 236,446 240.16 984.54 【】

978.47 243.21 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 237,970

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　松本市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.35 0.28 0.33 0.21 0.28

平均値 0.67 0.65 0.70 0.72 0.69

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 112.14 110.13 107.26 105.38 104.45

平均値 115.36 113.95 112.62 113.35 112.36

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 51.18 52.77 53.97 54.95 56.36

平均値 48.01 48.01 48.86 49.60 50.31

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 9.48 10.96 12.16 13.74 16.29

平均値 16.17 16.60 18.51 20.49 21.34

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.75 0.51 0.29

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 343.69 356.50 344.31 388.64 408.87

平均値 311.99 307.83 318.89 309.10 306.08

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 252.29 243.45 239.99 241.14 240.29

平均値 291.78 295.44 290.07 290.42 294.66

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 105.91 103.34 100.60 99.01 97.54

平均値 107.61 106.02 104.84 106.11 103.75

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 153.52 157.39 161.81 164.84 166.28

平均値 155.69 158.60 161.82 161.03 159.93

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 81.78 82.98 83.71 82.84 82.70

平均値 62.46 62.88 62.32 61.71 63.12

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 87.40 86.13 85.26 84.94 85.56

平均値 90.62 90.13 90.19 90.03 90.09

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　「経営の健全性・効率性」については、令和2年
度は経常収支比率は上昇し、料金回収率が低下す
る結果となった。これは、新型コロナウイルスの
経済支援として基本料金を減免したことにより給
水収益は減少したものの、電子機器製造業などの
企業において使用水量が増加したためと考えられ
る。全体的には、類似団体を上回っていることか
ら、健全な経営状況にある。
　「老朽化の状況」については、老朽化は年々進
んでおり、法定耐用年数に近い資産が多いため、
令和3年度にアセットマネジメント策定業務を実施
し、新たな投資計画を検討している。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　動力費及び企業債支払利息等の費用減少により
経常収支比率が改善した。類似団体と比較しても
良好な数値であり、健全な経営状況にある。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は、発生していない。
③流動比率
　大規模改修工事完了により、建設改良費等の未
払計上が前年度と比較して減少したため、流動負
債が減少し流動比率が上昇した。
④企業債残高対給水収益比率
　類似団体を上回る数値ではあるが、計画的な償
還により年々低下傾向である。
⑤料金回収率、⑥給水原価
　新型コロナウイルスの経済支援として、基本料
金の減免を行い給水収益が減少したため、料金回
収率は低下した。一方で、一部の企業における使
用水量の増加と、動力費等の費用減少により給水
原価も減少した。
⑦施設利用率
　前年度と比較すると上昇し、類似団体よりも高
い数値を維持している。今後とも投資計画に基づ
く施設の統廃合等の検討を行う。
⑧有収率
　施設利用率が高い一方で有収率が低いため、引
き続き漏水調査を行い、破管の修理や老朽管の布
設替など投資計画に基づく工事を実施し、有収率
の向上を図る。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率、②管路経年化率
　年々上昇傾向にあり、法定耐用年数に近い資産
が増え、管路の老朽化が進んでいることを示して
いる。投資計画に基づく耐震化も含めた施設・管
路の更新を計画的に行っていく。
③管路更新率
　主要管路の布設工事を行い管路更新率は上昇し
たが、類似団体に比べると低い。引き続き管路の
更新等を計画的に行っていく必要がある。

2. 老朽化の状況

－

- 77.99 98.74 3,348 95,678 132.75 720.74 【】

331.78 292.82 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 97,152

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.78 0.57 0.75 0.52 0.55

平均値 0.71 0.75 0.63 0.63 0.60

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 118.45 119.64 123.34 121.80 124.79

平均値 113.16 112.15 111.44 111.17 110.91

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 46.44 47.76 48.56 49.62 50.53

平均値 46.88 46.94 47.62 48.55 49.20

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.05 6.59 8.53 9.94 10.45

平均値 13.39 14.48 16.27 17.11 18.33

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.68 1.00 1.03 0.78 0.92

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 412.73 403.31 300.27 297.14 371.96

平均値 357.82 355.50 349.83 360.86 350.79

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 435.11 404.89 379.11 357.93 350.30

平均値 307.46 312.58 314.87 309.28 322.92

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 111.77 113.28 117.56 115.60 110.28

平均値 106.01 104.57 103.54 103.32 100.85

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 159.57 157.63 151.93 154.40 149.41

平均値 162.24 165.47 167.46 168.56 167.10

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 64.62 76.55 74.76 74.01 76.62

平均値 59.11 59.74 59.46 59.51 59.91

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 79.58 80.28 82.16 81.37 80.05

平均値 87.91 87.28 87.41 87.08 87.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　今後の水道事業経営にあたっては、水道料金へ
の影響を最小限とし、将来にわたり利用者の負担
をできる限り抑えるため、投資の平準化及び整備
コストの縮減を図っていきます。
　また、施設の重要度や健全度に応じた修繕や更
新、施設のダウンサイジングを行うことで、施設
の延命化及びライフサイクルコストの低減を図っ
ていきます。
　水需要の減少に伴う給水収益の減収が予想され
るなか、老朽施設の更新等に多額の投資が必要と
なります。
　投資と財政のバランスに配慮し、長期的視野に
立った効率的で効果的な事業展開を図り、更なる
経営改善に取り組むことで、健全で持続可能な事
業経営に努めていきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％以上を維持し、経常損益は
黒字となっています。
②累積欠損比率は0％で、欠損金は発生していませ
ん。
③流動比率は、平成29年度から簡易水道事業を統
合したことで大きく下降しました。債務に対する
支払能力は確保されていますが、類似団体平均を
下回り、低い水準となっています。
④企業債残高対給水収益比率は、平成29年度から
簡易水道事業を統合したことで増加しました。類
似団体平均よりも上回っていますが、企業債残高
は毎年度減少しているため、数値は減少していま
す。
⑤料金回収率は100％以上を維持しており、給水に
係る費用は収益で賄えています。
⑥給水原価は、類似団体平均よりも上回っていま
す。平成29年度以降、有収水量の増加及び経常費
用の減額により、数値は改善しています。今後、
施設の更新等により給水原価の上昇が予想される
ため、投資の効率化や維持管理費の削減に取り組
む必要があります。
⑦施設利用率は、類似団体平均を上回り、高い水
準を維持しています。今後も確実な供給能力を維
持しつつ、需要に見合うよう施設規模の適正化を
検討していきます。
⑧有収率は、類似団体平均を下回り、低い水準と
なっています。老朽管路の更新など漏水対策に努
めていきます。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均を上
回っています。数値は、毎年度上昇し、保有資産
の老朽化が進んでいることを示しています。
②管路経年化率は、類似団体平均を下回っていま
す。法定耐用年数を経過した配水管があることか
ら、数値は毎年度上昇しています。
③管路更新率は、類似団体平均を下回り、低い水
準となっています。今後は、老朽化した施設や管
路の更新に相当の年数が見込まれることから、計
画的かつ積極的な管路更新等を実施していきま
す。

2. 老朽化の状況

－

- 69.20 99.93 3,120 66,394 102.97 644.79 【】

289.98 230.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 66,730

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　塩尻市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.69 0.82 0.23 0.27 0.22

平均値 0.71 0.75 0.63 0.63 0.60

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

122.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 110.75 111.76 112.56 119.05 120.70

平均値 113.16 112.15 111.44 111.17 110.91

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 47.31 45.29 48.02 48.79 50.51

平均値 46.88 46.94 47.62 48.55 49.20

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 2.27 2.27 4.51 4.57 5.03

平均値 13.39 14.48 16.27 17.11 18.33

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.68 1.00 1.03 0.78 0.92

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 269.54 139.43 189.28 218.97 235.07

平均値 357.82 355.50 349.83 360.86 350.79

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 353.14 388.08 371.93 353.05 330.55

平均値 307.46 312.58 314.87 309.28 322.92

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 101.65 102.35 104.04 109.86 110.22

平均値 106.01 104.57 103.54 103.32 100.85

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 184.99 184.17 180.81 172.56 170.54

平均値 162.24 165.47 167.46 168.56 167.10

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

63.00

64.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 61.87 61.61 62.77 60.87 61.92

平均値 59.11 59.74 59.46 59.51 59.91

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 83.92 84.07 83.63 86.02 86.15

平均値 87.91 87.28 87.41 87.08 87.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●佐久圏域 （行政区域内人口 208,672人）

⇒ 用水供給事業との垂直統合、水平統合

佐久水道企業団、浅麓水道企業団の統合を核とした

垂直水平統合

既存の官民連携の利活用

簡易水道多数 ⇒ 経営基盤脆弱

用水供給事業及び圏域事業体の施設老朽化進行

⇒ 大規模投資の増加＝受水費増加、費用増加
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　経営の健全性と効率性については概ね良好な状
態にありますが、人口、水需要の減少により給水
収益が年々減少傾向にあるなか、新型コロナウィ
ルス感染症が地域経済に与える影響を考慮する
と、更なる収益減少が危惧されます。
　一方で、老朽施設の更新や耐震化は喫緊の課題
であり、事業実施には多額の資金需要が見込まれ
ることから、経営は厳しくなるものと考えられま
す。
　引き続き効率的な施設運用と計画的な施設更新
を進めながら、災害に強い水道インフラ構築のた
め、健全経営に努めてまいります。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を超え、収益が費用を上
回っており、黒字経営と言えます。
②累積欠損金比率は0％で、営業活動による損失が
ないことを示します。
③流動比率は高い水準にあり、短期的な支払能力
が十分ある状況と言えます。
④企業債残高対給水収益比率は、企業債の新規発
行をせず、積極的な繰上償還により企業債残高を
縮小したことにより減少傾向にあります。
⑤料金回収率は100％を上回り、水道料金収入で経
費が賄えている状態にあります。
⑥給水原価は施設の老朽化に伴う修繕費用が増加
しているため、年々増加傾向にあります。平成30
年度は配水池の経年劣化に伴う大規模修繕を実施
したため突出しています。
⑦施設利用率は類似団体と比較しても高い利用率
であり、効率的に施設を利用できていると言えま
す。
⑧有収率は類似団体を下回っていることから、今
後も漏水箇所の早期発見と老朽管の更新を進め、
漏水量の減少に努めてまいります。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産資産減価償却率及び②管路経年劣
化率は類似団体を上回っていることから、更新が
必要な水道管が多いと言えます。引き続き将来の
水需要を踏まえて、計画的な管路更新に努めてま
いります。

2. 老朽化の状況

－

- 86.91 75.59 3,685 117,128 171.14 684.40 【】

- - ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 その他 -

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　佐久水道企業団

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.80 1.56 0.82 1.15 1.44

平均値 0.74 0.74 0.72 0.66 0.67

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 137.97 136.94 129.71 137.74 137.12

平均値 114.00 113.68 113.82 112.82 111.21

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 48.80 49.22 50.29 51.20 52.09

平均値 46.58 46.99 47.89 48.69 49.62

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 23.62 22.57 22.78 22.16 21.10

平均値 14.45 15.83 16.90 18.26 19.51

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.23 0.03 0.00 0.00 0.00

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 814.85 895.52 962.74 836.22 871.59

平均値 349.04 337.49 335.60 358.91 360.96

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 150.55 135.55 122.87 109.58 92.97

平均値 254.54 265.92 258.26 247.27 239.18

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 135.06 134.67 125.88 134.52 133.68

平均値 106.52 105.86 106.07 105.34 101.89

146.00

148.00

150.00

152.00

154.00

156.00

158.00

160.00

162.00

164.00

166.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 152.95 153.45 164.89 155.13 155.70

平均値 155.80 158.58 159.22 159.60 156.32

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 72.88 72.54 82.44 80.83 81.29

平均値 62.10 62.38 62.83 62.05 63.23

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 84.50 85.23 85.91 85.79 86.95

平均値 89.52 89.17 88.86 89.11 89.35

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　有収率が平均値より低い状態が継続していると
いう課題はありますが、現状では経営の健全性は
確保できています。
　基本計画に基づき施設更新をしているため、管
路更新率の低い値が継続していますが、漏水等の
現状を確認し管路更新の計画見直しをする時期だ
と思われる。。
　また、アセットマネジメントでは、人口減少に
よる給水収益の減少等が見込まれているため、決
算状況を把握し、水道料金等の改定を検討する等
将来を見据えた経営が必要である。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：継続して100％を超え、経営は安
定している。前年より極端に数値が下がったの
は、1年を通した指定管理業務及び水道施設台帳、
管網図の整備を委託し例年より費用が多くなった
ため。
③流動比率：継続して100％を超えていて、短期的
な支払い能力は確保できている。やや変動ある
が、例年通りの状況となっている。
④企業債残高対給水収益比率：数年間大きな変動
もないため、毎年安定した給水収益があり、平均
値よりも低い値で、企業債に頼りきっていない。
⑤料金回収率：①と同様の理由で費用が多かった
ため数値は下がっているが、100％を超えているた
め、安定はしている。
⑥給水原価：①と同様の理由で費用が多かったた
め数値は増えているが、供給単価を上回ってはい
ないため、経営上は問題ない。
⑦施設利用率：平均値より高い値を継続している
状態を踏まえて、施設更新等を検討したい。
⑧有収率：平均値より低い値を継続している。流
量計を増やし計測数を増やしてはいるが、未だ不
十分なため引続き実情把握ができるよう改善した
い。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率：平均値より低い値と
なっていて、毎年微増している。
②管路経年化率：平均値より高い値になってい
て、年々増加している。
③管路更新率：平均値より低い値になっている。
①～③まとめて、上水道基本計画等に基づき、集
中豪雨等による汚水流入の備えた配水施設のろ過
装置等の整備を先に進めているため、ここ数年管
路更新の数値は低い状況が続くが、石綿管等の更
新が必要な管路については早急に更新し、徐々に
管路更新も増やせるよう努めたい。

2. 老朽化の状況

－

- 69.40 99.54 2,800 42,993 94.10 456.89 【】

98.55 426.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 自治体職員 41,988

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　小諸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.10 0.30 0.13 0.35 0.11

平均値 0.61 0.51 0.58 0.54 0.57

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 119.78 120.74 119.31 117.99 107.06

平均値 110.95 110.68 110.66 109.01 108.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 39.01 41.12 43.06 43.23 44.65

平均値 46.90 47.28 47.66 48.17 48.83

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 29.86 29.98 32.17 34.33 36.10

平均値 12.03 12.19 15.10 17.12 18.18

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 3.91 3.56 2.74 3.70 4.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 694.60 761.72 850.10 416.09 788.08

平均値 377.63 357.34 366.03 365.18 327.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 319.77 303.44 281.09 311.24 307.02

平均値 364.71 373.69 370.12 371.65 397.10

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 115.12 116.38 114.91 115.50 104.94

平均値 100.65 99.87 100.42 98.77 95.79

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 146.82 145.33 147.50 147.20 161.97

平均値 170.19 171.81 171.67 173.67 171.13

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 65.67 64.61 65.03 65.04 72.55

平均値 59.01 60.03 59.74 59.67 60.12

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 79.43 79.98 79.97 79.97 80.00

平均値 85.37 84.81 84.80 84.60 84.24

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●諏訪圏域 （行政区域内人口 198,266人）

⇒ 水平統合

有収率低 ⇒ 管路更新の増大

上流水源を活用した施設統廃合によるダウンサイジング

システム統一、共同化等からスタート
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　茅野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

266.59 207.55 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 55,332

－

- 89.78 96.33 2,585 53,036 65.34 811.69 【】

全体総括

　現状の健全経営を維持していくため、計画的な
施設更新等により投資額の抑制を図りたいと考え
ています。老朽管の更新については長期に渡り継
続して取り組んでいくものであるため、状況に応
じて企業債の借入も検討しながら進めていく予定
です。
　事業環境の変化に対応しながら持続可能な事業
運営を進めていくため、茅野市水道ビジョンの計
画に基づいた経営基盤の強化や安定給水向上のた
めの施設整備、また災害に強い施設の構築や効率
的な老朽管の更新・耐震化等に継続的に取り組ん
でいく予定です。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率のとおり単年度の収支は黒字で
す。令和２年度は企業債の借入がなかったため企
業債残高対給水収益比率は微減となり、引き続き
適切な数値を維持しています。また、累積欠損金
はなく、債務に対する支払い能力もあり、経営の
健全性は保たれていると考えられます。
　費用の効率性については、給水原価の減少によ
り、前年度に比べて料金回収率が改善されました
が、引き続き経営基盤の強化に取り組む必要があ
ると考えます。
　施設利用率は高く良好といえますが、有収率は
平均より低く推移しており、給水水量が収益に結
びついていない状況が続いています。今後も老朽
管の更新等による漏水対策を講じていく必要があ
ります。

2. 老朽化の状況について

　前年度に続き令和２年度も大規模な施設更新は
なく、有形固定資産減価償却率が増加しました。
管路更新率は平均を下回り、また管路経年化率も
増加が続いていて水道施設・管路ともに年々老朽
化が進んできているため、計画的な更新が必要と
考えます。茅野市水道ビジョン改定時に設けた独
自の更新基準により、施設の健全性を確保しなが
ら引き続き効率的な更新事業を実施していく予定
です。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　岡谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

85.10 573.74 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 48,825

－

- 69.09 99.70 2,568 48,427 19.83 2,442.11 【】

全体総括

　全体的に各種指標を分析すると、現時点では健
全な経営状況が確保されていると考えます。しか
し、中長期的な見通しでは、人口減少等による給
水量の減に伴う収益の減少や施設等の老朽化に伴
う経費の増加が見込まれます。
　また、危機管理面からも、施設の更新や配水シ
ステムの再構築などが課題となっています。この
ようなことから、「岡谷市水道事業基本計画」及
び「岡谷市水道事業経営戦略」に基づき、適正な
配水池容量の確保、効率的な配水システムの整備
を着実に進め、安全・安心で安定した水道事業の
継続と経営基盤の強化を図ります。
　必要な投資には、国の補助金、企業債（借入）
や、利益を貯えることにより準備した財源を充て
ていくとともに、今後も適正な料金設定を行い、
経費節減に取り組みながら、健全経営に努めてい
きます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：単年度収支は、100％を超えてお
り、黒字となっています。比率は、平成29年7月に
水道料金の引上げを行ったことなどにより、類似
団体平均値及び全国平均に比べ高くなっていま
す。
②累積欠損比率：累積欠損金はなく、健全な経営
状況です。
③流動比率：年々減少傾向にありますが、100％以
上を維持しており、1年以内に支払わなければなら
ない負債を賄えるだけの支払能力は確保されてい
ます。
④企業債残高対給水収益比率：類似団体平均値と
ほとんど差が見られず、給水収益の規模に対し
て、適正な借入となっています。
⑤料金回収率：類似団体平均値及び全国平均と比
べても、供給単価が給水原価を大きく上回り、給
水費用が給水収益で賄われています。
⑥給水原価：1㎥の水道水を供給するための費用を
見ると、平均より低い水準にあることから、効率
的な経営が行われています。
⑦施設利用率：ほぼ類似団体平均や全国平均と変
わらない状況にありますが、人口減少等に伴い給
水量が減少傾向にあることから、施設の更新や配
水システムの再構築などのダウンサイジングを図
り、効率性の向上に努めることが必要です。
⑧有収率：施設の稼働が収益につながっているか
を判断する指標ですが、前年度より若干上昇した
ものの平均より低い状況であることから、引き続
き、漏水調査による水道管の修繕や、計画的な水
道管の更新が必要です。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率：償却資産の老朽度が
平均を上回り、施設全体の老朽化が進んでいま
す。特に、主要な配水池が大正末期から昭和初期
にかけて築造されていることから老朽化が著しい
状況です。こうした状況も踏まえ、現在、新配水
池を築造中です。
②管路経年化率：法定耐用年数を超えた管路延長
の割合から管路の老朽化の度合を示す指標で、現
時点では類似団体平均値及び全国平均より大幅に
低く、管路の老朽化は進んでいない状況です。
③管路更新率：当該年度に更新した管路延長の割
合を示す指標であり、類似団体平均値より若干下
回っているものの、全国平均を上回り、かつ、上
昇傾向にあることから、順調に管路の更新が進ん
でいます。2. 老朽化の状況
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　諏訪市水道事業の「安全」「強靭」「持続」を
実現するため、H30年10月に水道料金の引上げ改定
を行った。これに加えて、経営戦略に基づく事業
経営がスタートし、経営戦略策定以前に比して多
額の建設改良費を要することとなった。
　一方で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
で料金収入は大幅に減少しており、経営戦略に基
づく財政予測とは大きな乖離が出始めてきてい
る。
　管路経年化率が全国平均及び類似団体に比して
高い傾向にあるなど課題を認識しながら、更なる
経営努力を重ね、特に事務費を中心とした支出の
抑制に努めながら、財務状況と安定して水道水を
供給できる施設の維持とのバランスを図りながら
引き続き健全な経営を行っていきたい。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率については、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響による有収水量の減少から、前
年度までの実績を下回る数値となった。観光業が
盛んな当市においては、緊急事態宣言等に伴い宿
泊施設が長期間にわたり休業状態を強いられたこ
とにより、料金収入が大幅に減ったことが比率の
悪化につながった。
　流動比率については、前年度に比して未払金が
減少したことにより、比率が上昇した。
　良質な水源を確保していることによる低水準な
浄水費の実現並びに過年度における建設投資の抑
制に伴う企業債利息及び減価償却費の低減等は、
低水準な給水原価や良好な料金回収率をもたらし
ているが、近年は固定資産の更新を経営戦略に基
づき実施しており策定以前に増して積極的かつ計
画的に行うこととなることから、中長期的に給水
原価は上昇傾向にある。
　有収率については、H28年度決算からR2年度決算
に至るまで、全国平均及び類似団体の平均値を下
回る結果となっているが、積極的な管路更新が功
を奏し、前年度までの比率から上昇した。老朽化
対策を積極的に進めているので、今後も当該比率
は向上していく見込みである。

2. 老朽化の状況について

　老朽化を示す各指標をみると、従前より全国平
均及び類似団体に比して老朽化が進んでおり更新
が遅れている状況を鑑み、当市の経営戦略では、
年間約５億円の改良工事を行いながら老朽化対策
を進めていくこととしている。
　令和２年度の改良事業は、管路の更新工事を主
に行ったことから、管路更新率は前年度までに比
して飛躍的に上昇したものの有形固定資産原価償
却率及び管路経年化率は依然として高い水準と
なっている。
　当市の水道施設は、管路のみならず、機械装置
の老朽化も著しい状況である。各年度の当初予算
編成時には延命化が可能かなどの改良の必要性を
今まで以上に吟味し、計画にとらわれすぎず、優
先度の高い施設の更新と安定した水道水の供給を
行えるよう引続き努めていきたい。

2. 老朽化の状況

－

- 72.03 99.89 1,972 48,733 23.01 2,117.91 【】

109.17 450.61 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 49,193

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　諏訪市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●上伊那圏域 （行政区域内人口 184,394人）

⇒ 用水供給事業との垂直、水平統合

長野県上伊那広域水道企業団との垂直統合

用水供給事業及び圏域事業体の施設老朽化進行

⇒ 大規模投資の増加＝受水費増加、費用増加

有収率低 ⇒ 管路更新の増大

垂直統合による施設統廃合 ⇒ ダウンサイジング
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　伊那市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

667.93 100.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 67,084

－

- 65.69 99.07 3,531 67,492 98.66 684.09 【】

全体総括

　令和２年度は、給水収益が前年度に比べ僅かに
減少したものの、徹底した経費削減の結果、前年
度を上回る純利益を確保することが出来ました。
一方で、水道事業・簡易水道事業のアセットメン
ト（資産管理計画）では、施設の重要度を基に、
耐用年数より後年度に平準化しても、現在より多
くの更新費用が掛かることが見込まれています。
　今後は令和元年度に見直しを行った伊那市水道
事業経営健全化計画（経営戦略）を基に、有収率
の向上対策、適切な水運用に伴う第8次整備事業の
推進など、具体的な対策に努めます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度決算では、受水費の値下げ、電力会
社の変更による動力費の削減、支払利息の減少等
の要因により経常費用が大きく減少したため、経
常収支比率や給水原価が大幅に改善しています。
　流動比率は、前年数値より約15％改善したもの
の、依然として平均よりもかなり低い数値となっ
ています。今後は流動負債の企業債償還元金が減
少していく見込みのため、少しずつ改善していく
見込みです。
　企業債残高対給水収益比率は、元金償還がピー
クを迎え減少傾向にあります。しかし類似団体平
均に比べて比率が高く、今後は第８次整備事業に
伴い投資額が増加するため注意が必要です。今後
も国庫補助等有利な財源の確保に努め、企業債残
高の適正な管理を行います。
　効率性の面では、平成29年度から漏水判定機に
よる調査及び修繕を継続して行った結果、４年続
けて有収率は改善したものの、類似団体平均と比
較して依然として低い状況です。調査結果を基に
計画的に漏水対策工事を進め、今後も継続して有
収率の改善に努めます。

2. 老朽化の状況について

　管路更新率は２年続けて類似団体平均値を超え
ており、管路経年化比率も平均より低いことか
ら、管路の更新は類似団体に比べできているもの
と考えられます。しかし有形固定資産減価償却率
が類似団体平均と同水準になっていることから、
管路以外の施設の更新を計画的に行う必要があり
ます。
　平成29年度には簡易水道事業に地方公営企業法
の適用を行い、水道事業は平成27年度、簡易水道
事業については平成29年度にアセットマネジメン
ト（タイプ３Ｃ)を策定したため、今後中長期的に
計画的な資産更新が実施できるように努めます。
　また今後下水道関連の布設替え工事が少なくな
るため、老朽管の更新について優先順位をつけて
計画的に更新を進める予定です。2. 老朽化の状況
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　起債にやや依存して固定資産（管路や浄水施
設）の早期更新を実施してきた経緯があるため少
なからず財政に影響を及ぼしている。企業債は、
近年は特に低金利であるため、企業債の割合を高
め、残高（負債）の減少速度を落としている。
　また、水道ビジョン（第2次）の策定により、経
年管路等の更新計画を見直した。1986年以降に布
設した管路は60年、2007年以降に布設した管路
は、80年の更新サイクルとした。
　有収率向上の対策として漏水調査や効率的な修
繕を行う必要がある。
　人口減少による有収水量の減少や更新費用の増
加を考慮すると、現状の料金回収率を維持するこ
とが困難になることが想定される。
　また、固定資産の大量更新を踏まえ、料金改定
を実施し、内部留保資金を増加していく必要があ
る。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・経常収支比率は、近年において類似団体平均を
上回る数値を維持しており、100％を超えているこ
とから経営の健全性は保たれている。新型コロナ
の影響を受け、新たに水道に加入した使用者が大
量に使用したことで上昇する結果となっている。

・累積欠損金は発生していない。また、流動比率
は200を上回り、R2は類似団体平均も上回ってい
る。

・企業債残高対給水収益比率は類似団体平均値を
下回ったが、固定資産の更新が控えているため再
度上昇する可能性がある。

・料金回収率は類似団体平均値より高く、100％を
超えていることから、経営に必要な経費を水道料
金で賄えている状況である。

・給水原価は、近年、類似団体平均値並みであっ
たが、前述の新型コロナの影響もあり大きく下
回った。今後の状況は読みづらいが注視していく
必要がある。

・施設利用率は良好と思われる。有収率は、H29に
急激に減少し類似団体平均値より低い水準となっ
たが、H30以降は上昇した。引き続き有収率向上に
向けて対策を検討する必要がある。

2. 老朽化の状況について

・有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値よ
り低く推移しているが、年々増加傾向にあり資産
の老朽化は進んでいる。

・管路経年化率は、類似団体平均値よりも低く、
老朽管の更新を早期に実施してきた結果が出てい
る。

・管路更新率は、近年において類似団体平均値よ
り低い水準で推移しているが、状況を見ながら更
新していく計画となっている。

2. 老朽化の状況

－

- 67.93 99.45 3,000 32,129 46.96 684.18 【】

165.86 195.45 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 32,418

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　駒ケ根市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●飯伊圏域 （行政区域内人口 163,069人）

⇒ 水平統合、経営統合

有収率低 ⇒ 管路更新の増大

小規模事業体が非常に多い（飯田市9万8千人以外は全て

1万5千人以下）

14市町村 ⇒ うち上水道3 簡易水道11

⇒ 経営状態が厳しい、人材確保難、技術の継承困難

事務の共同化、システムの共同化、標準ＰＦ利用、仕様等

の統一、経営統合による人材確保、施設統廃合、共同利

用の検討等
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　飯田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

658.66 151.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 99,539

－

- 71.45 99.14 2,976 98,069 135.34 724.61 【】

全体総括

　現在飯田市では、浄水場の老朽化に対応した大
規模な更新整備事業を実施しています。また、老
朽管路の更新等により有収率の向上を図り、基幹
管路の耐震化を計画的に進めるよう取り組んでい
ます。
　今後も給水人口の減少に伴う給水収益の減少が
見込まれる中、水道事業経営戦略に基づき、経営
の健全性効率性に努めていきます。
 また、長年企業債に依存した経営状況であり、料
金回収率が低いことから、適切な料金について引
き続き検証していきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％以上となっていること、昨
年度並みに維持できていることから、比較的健全
な経営が行われています。
④企業債残高体給水収益比率は、類似団体平均に
比べ、高い値となっており、企業債に依存した経
営となっています。
⑤料金回収率は、類似団体平均に比べ、低い数値
で、毎年100％を下回っており、給水に係る経費を
料金収入で賄えていない状況です。
⑥給水原価は、類似団体平均に比べ、低い数値と
なっており、費用削減に努めています。
⑦施設利用率は、類似団体平均に比べ、高い数値
となっていますが、年々水需要が変化しているた
め、さらに効率的な施設管理が必要です。
⑧有収率は、管路の老朽化による漏水等により類
似単体平均に比べ、低い水準となっています。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率が類似団体平均に比
べ、低い数値となっているものの、②管路経年化
率は、類似団体平均、昨年度より上昇しており、
更新時期を迎えた管路が増加しています。また、
③管路更新率は昨年度に比べて上昇したものの、
類似団体平均より低い値となっています。
　以上のことから、老朽管路の対応が必要である
ため、今後も計画的な更新を進めていきます。

2. 老朽化の状況
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106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

114.00

115.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 111.19 109.23 111.21 111.83 112.21

平均値 114.00 113.68 113.82 111.17 110.91

41.00

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 44.53 44.03 45.22 46.93 45.85

平均値 46.58 46.99 47.89 48.55 49.20

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 12.70 12.41 12.97 14.81 20.08

平均値 14.45 15.83 16.90 17.11 18.33

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.23 0.03 0.00 0.78 0.92

280.00

290.00

300.00

310.00

320.00

330.00

340.00

350.00

360.00

370.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 353.26 310.16 322.52 352.13 316.24

平均値 349.04 337.49 335.60 360.86 350.79

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 468.40 488.10 496.33 507.09 496.88

平均値 254.54 265.92 258.26 309.28 322.92

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 89.52 88.37 92.89 93.11 96.49

平均値 106.52 105.86 106.07 103.32 100.85

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 172.90 175.71 167.26 167.38 161.30

平均値 155.80 158.58 159.22 168.56 167.10

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 70.13 68.79 68.01 64.90 67.16

平均値 62.10 62.38 62.83 59.51 59.91

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 84.28 82.76 83.40 85.39 82.84

平均値 89.52 89.17 88.86 87.08 87.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】
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●北信圏域 （行政区域内人口 88,467人）

●北アルプス圏域 （行政区域内人口 59,963人）

●木曽圏域 （行政区域内人口 28,631人）

有収率低 ⇒ 管路老朽化の進行

減価償却率高 ⇒ 施設の老朽化の進行

⇒ 事務の共同化、システムの共同化、標準ＰＦ利用

各種仕様等の統一、経営統合による人材確保、施

設の共同利用検討等

官官委託、共同官民連携等の検討
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　現在のところ経営指標は概ね良好で、短期的に
は大きな問題はないと考えるが、中長期的に見れ
ば、施設・設備の経年化に伴い更新費用が増加し
ていく見込みである。
　引き続き、令和元年度に策定したアセットマネ
ジメントにより、施設の長寿命化と更新需要の平
準化を行いつつ、施設の健全性を維持し、水の安
定供給に努める。
　なお、現在休止中の多目的ダム建設（県事業）
については、その動向を注視していくこととす
る。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　給水収益は昨年度に比べ増加し、維持管理費等
費用の削減に努めたこともあり、経常収支比率、
料金回収率は類似団体平均値及び全国平均値より
高い値として保つことができた。
　起債の借入額は償還額の範囲以内に抑えること
で、企業債残高の削減に努めた。これにより、流
動比率も伸び、債務に対する短期的な支払能力は
十分ある状態と考える。同時に企業債残高対給水
収益比率は類似団体平均値より低い値となった。
　コストの削減により給水原価の減少が見られた
一方、有収率は昨年度に引続き減少した。これは
無効水量の増加によるもので、施設利用率も低め
だが、人口減少に伴い給水人口が減少傾向となっ
ていることから、水需要予測に沿った適切な施設
運営を行い、また、漏水防止対策等無効水量の抑
制に努めていきたい。
　累積欠損金はなく、料金回収率も100％以上あ
り、経営の健全性は保たれていると考える。

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は上昇傾向にあり、固
定資産の経年化が進んでいる状況にある。
　昨年度に比べ管路経年化率は増加したが、依然
として類似団体平均値及び全国平均値より低い値
となっている。
　また、法定耐用年数を経過している管路は僅か
であるため、管路更新率も低めだが、今後は、過
去の拡張事業に伴い整備された管路の経年化が進
んでいくと考える。

2. 老朽化の状況

－

- 68.60 97.33 3,300 42,605 45.18 943.01 【】

112.18 391.95 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 43,969

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　中野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.02 0.00 0.07 0.18 0.18

平均値 0.61 0.51 0.58 0.54 0.57

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 119.85 130.74 131.95 130.23 138.49

平均値 110.95 110.68 110.66 109.01 108.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 51.56 53.33 54.78 56.66 58.33

平均値 46.90 47.28 47.66 48.17 48.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.59 1.64 1.92 1.78 1.90

平均値 12.03 12.19 15.10 17.12 18.18

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 3.91 3.56 2.74 3.70 4.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 352.28 424.08 612.73 642.41 647.16

平均値 377.63 357.34 366.03 365.18 327.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 413.06 380.62 358.65 356.65 327.85

平均値 364.71 373.69 370.12 371.65 397.10

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 117.89 131.05 134.09 130.15 139.56

平均値 100.65 99.87 100.42 98.77 95.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 151.96 138.17 135.92 139.27 130.06

平均値 170.19 171.81 171.67 173.67 171.13

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 62.72 38.73 39.02 38.52 41.62

平均値 59.01 60.03 59.74 59.67 60.12

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 82.82 85.91 87.03 85.13 82.44

平均値 85.37 84.81 84.80 84.60 84.24

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

北信圏域
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

　ここ数年の経営状況は良好と言えるが、人口減
少に伴い料金収入の減少が想定される。一方で、
施設面において、老朽管更新の計画的な施設整備
への投資が必要となる。
　平成31年に策定した経営戦略に基づき、計画的
に事業を推進し、安全でおいしい水の安定供給に
努めていくこととしている。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

  類似団体に比して高い経常収支比率や料金回収
率は、老朽化に対応した将来の更新投資を見越し
ての料金設定としていることが要因として挙げら
れる。
　流動比率は、類似団体と比して高い傾向となっ
ているが、統合簡易水道事業との経営統合による
影響等考慮し、引き続き適正な資金確保を持続し
ていく必要がある。
　企業債残高対給水収益比率は、改善傾向かつ類
似団体より低い水準であるが、経営戦略に基づく
施設更新事業にあたっては、適切な投資規模や料
金水準について検討が必要である。
  給水原価は、平成29年より統合簡易水道事業と
の経営統合による影響で類似団体と比して高い傾
向となっており、今後、施設規模の適正化の検討
が必要である。
　施設利用率については、効率的に施設を利用し
ている状況ではあるが、今後の人口減少等の環境
変化に応じて施設規模の検討が必要である。
　有収率は類似団体平均値を下回っているが、管
路施設の老朽化が要因となっており、引き続き管
路更新、漏水箇所の改修を進めていく。

2. 老朽化の状況について

　管路経年化率は類似団体より低い水準となっ
ているが、今後、耐用年数を超過する管路の
増加に伴い、経年化率が高くなるため、重要
給水施設管路を重点として、計画的に整備を
することとしている。

2. 老朽化の状況

－

- 80.32 96.21 4,290 19,512 50.60 385.61 【】

202.43 100.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 20,332

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　飯山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.09 0.21 0.11 0.00 0.14

平均値 0.71 0.54 0.50 0.52 0.53

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 131.05 117.54 119.23 117.92 118.27

平均値 111.71 110.05 108.87 108.61 108.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 48.88 51.98 54.04 56.21 58.21

平均値 48.49 48.05 48.87 49.92 50.63

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.96 9.40 10.94 12.60 13.13

平均値 12.79 13.39 14.85 16.88 18.28

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1.72 2.64 3.16 3.59 3.98

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 454.75 374.36 429.95 473.69 472.27

平均値 384.34 359.47 369.69 379.08 367.55

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 309.49 417.56 374.86 345.05 305.35

平均値 380.58 401.79 402.99 398.98 418.68

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 133.75 116.26 116.38 116.08 115.70

平均値 102.38 100.12 98.66 98.64 94.78

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

195.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 160.81 186.34 186.21 187.36 188.06

平均値 168.67 174.97 178.59 178.92 181.30

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 67.82 69.44 68.41 74.13 72.17

平均値 54.92 55.63 55.03 55.14 55.89

60.00

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 79.21 76.26 78.04 69.47 70.97

平均値 82.66 82.04 81.90 81.39 81.27

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

北信圏域
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　大町市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

565.15 47.55 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 26,872

－

- 81.40 92.23 2,860 24,562 49.99 491.34 【】

全体総括

　当事業は、近年良好な経営状況が継続している
が、今後更なる人口の減少と老朽管の増加が進行
することを念頭に、より一層の経営の効率化を図
らなければならない。他方、現在の料金水準は、
有収水量1㎥あたりに係る費用が収益を上回る状況
であり、類似団体や県内19市における比較から
も、当市の料金が低水準であることが見て取れ
る。安定的な事業運営を継続してゆくために、適
正な料金水準と料金体系の検討を進める必要があ
る。
　また、水道施設の更新や耐震化については、将
来的な給水人口を考慮し、配水池の統合や施設の
ダウンサイジングなど、水道施設の効率的な運用
と整備を進めながら、建設改良に係る投資と収益
とのバランスを見極めたうえでの事業運営が必要
と考える。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　近年、給水人口の減少により、当事業の根幹的
な財源である給水収益は毎年度減少傾向にある。
民間事業者への原水供給による収益もこれまで増
加傾向にあったため給水収益の減少分を賄うかた
ちとなっていたが、新型コロナウイルスの影響に
より、収入が減少傾向となっていることから、収
益的収入については年々厳しい状況となってい
る。しかし、経営の効率化や債券運用等の経営努
力により安定した経営は継続されており、経常収
支比率も平均値を上回っている。
　建設改良事業については、当事業内に留保され
た資金を財源としており、平成20年度以降新たな
企業債は発行していないため、債務残高も順調に
減少している。
　給水人口の減少に伴い、有収水量も減少傾向に
あるものの、良質かつ豊富な湧水を水源とするた
め、管理費用が比較的安価であること、また、経
営の効率化や経費削減等の経営努力により、給水
原価は平均値より低い。また、平成26年度以降、
料金回収率も堅調に推移している。
　施設利用率が平均値との比較で上回る理由とし
ては、無効水量（主に漏水）が多いことが原因と
考えられるが、これは近年の有収率の低下の原因
とも考えられるため、費用対効果等を検証しなが
ら漏水調査を進めていく。

2. 老朽化の状況について

　現在、全国の水道事業における課題となってい
る給水人口の減少と老朽管の増加については、当
市も例外ではなく、収益が減少傾向にある一方、
管路の更新に係る費用は増加している。
　当市における老朽管の状況は、率の差はあるも
ののやはり類似団体と同一の傾向にあり、老朽化
は進行している。
　しかしながら、費用の増加は経営の圧迫や新た
な企業債の発行、またそれが原因となっての水道
料金の値上がりにもつながるため、経営状況を見
ながら、まずは重要な基幹管路から優先的かつ計
画的に更新を進めている。

2. 老朽化の状況
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】

北アルプス圏域
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県　木曽町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

476.03 22.33 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A9 非設置 10,628

－

- 50.11 44.77 3,960 4,773 6.10 782.46 【】

全体総括

　今後も給水人口は減少し続け、料金収入も同様
に減少していくことが予想される。着手した浄水
場や配水池更新に伴うと建設改良費と企業債償還
は確実に増大し、経営も徐々に厳しくなることが
想定される。
　安全・安心な飲料水を提供し、安定した経営を
行うためには未納対策を含めた財源の確保や経費
の削減及び有収率の改善等を行っていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は100%を超え収支の黒字を示し、
経営で生ずる損失もなく累積欠損金は発生してい
ない。料金回収率も100%を超え全国平均や類似団
体の平均を上回り、給水原価は類似団体と比較し
て低く抑えることができている。流動比率も100%
を超え債務に対する支払能力は劣っていない状況
である。一般会計などからの繰り入れもなく独立
採算の経営ができており良好な状態だが、今後、
幸沢川浄水場・関山配水池の更新を予定しており
建設改良費と企業債の増加が見込まれる。これら
に対応しながら事業を進めると同時に健全経営を
維持する必要がある。
　有収率も少しずつではあるが改善され上昇傾向
にある。しかし、類似団体の平均は下回っており
配水されるすべての水量が収益になっていない。
この原因は漏水が中心と見込まれ、今後も漏水防
止対策を行い有収率の改善を図っていく。
　施設利用率は全国平均や類似団体の平均より高
く、遊休施設もなく適正な稼働状況となってい
る。

2. 老朽化の状況について

　法定耐用年数を経過した管路は、平成９年度竣
工の公共下水道管路布設に併せ更新を行っている
ことにより、管路経年化率と管路更新率は低く、
全国平均や類似団体の平均を下回っている。管路
については概ね良好な施設と判断されるが、有収
率低下の原因となっている漏水箇所の特定を行い
布設替を行う必要がある。
　浄水場や配水池などの施設は老朽化が著しいた
め更新を行っている。令和２年度に伊谷配水池の
更新が終了し、今後、幸沢川浄水場及び関山配水
池の更新に着手する。

2. 老朽化の状況
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【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】
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正確な経営状態の把握 ⇒ 経営の改善＝維持継続

・しっかり目を見開いて経営状況、アセットマネジメントを

把握し、「正しく恐怖する」

・超長期の将来予測をする

・首長に事実を正確に伝える

・危機意識を持って、一歩を踏み出す

・危機意識を共有する

・事実から逃げない、現実から目をそらさない

・やらない理由、やれない理由を述べない

・とにかく集まってみることから始める


